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4

10
月

日

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
は
４
月
10
日
、
む
か
わ

町
四
季
の
館
で
「
第
１
０
２
回
通
常
総

会
」を
開
き
、正
組
合
員
３
１
６
名
の
う

ち
代
理
出
席
を
含
む
２
０
０
名
が
出
席

し
た
。

　

議
長
団
は
、
二
宮
地
区
の
山
本
忠
彦

さ
ん
と
花
岡
地
区
の
稲
田
春
一
さ
ん
が

務
め
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
の
処
分
方

法
や
中
期
３
カ
年
計
画
な
ど
13
議
案
と

報
告
事
項
２
件
を
原
案
通
り
可
決
決
定

し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
組
合
員
顕
彰
要
領

に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
、
営
農
区
農
政

推
進
委
員
４
期
12
年
を
務
め
た
田
浦
悟

さ
ん
と
、
農
業
経
営
を
移
譲
し
た
目
黒

政
志
さ
ん
に
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。

　

開
会
で
長
門
宏
市
組
合
長
は
、「
組

合
員
の
努
力
で
農
畜
産
物
販
売
額
は

過
去
最
高
の
73
億
円
超
え
と
な
っ
た
。

来
期
も
農
業
情
勢
は
国
際
紛
争
や
気

候
変
動
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、

外
部
環
境
を
適
格
に
捉
え
、
農
畜
産
物

販
売
額
70
億
円
を
目
標
に
、
所
得
安
定

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
将
来
を

担
う
人
材
確
保
と
共
に
、
組
合
員
皆
様

の
協
同
を
基
に
、
事
業
を
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
。
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
む
か
わ
町
栃
丸

直
士
町
長
と
、Ｊ
Ａ
ホ
ク
レ
ン
苫
小
牧

支
所
跡
部
敏
郎
支
所
長
が
挨
拶
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、過
去

最
高
の
農
畜
産
販
売
額
73
億
２
０
９
５
万

円
と
な
っ
た
。

　
内
訳
と
し
て
、農
産
物
が
23
億
３
０
９
万

円
、蔬
菜
が
36
億
２
１
１
０
万
円
、花
き
が

２
億
９
３
５
２
万
円
、畜
産
が
11
億
３
２
１
万

円
で
、計
画
対
比
１
１
７
％
、前
年
対
比
の

１
２
２
％
。

　
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
は
、当
期
未

処
分
剰
余
金
が
、
１
億
９
３
８
６
万
円
。

剰
余
金
処
分
額
１
億
３
３
８
６
万
円
の

内
訳
は
、
利
益
準
備
金
２
６
８
４
万
円
、

任
意
積
立
金
に
８
３
０
０
万
円
。
出

資
配
当
金
と
事
業
分
量
配
当
金
に

２
４
０
２
万
円
を
充
当
し
、
次
期
繰
越

剰
余
金
を
６
０
０
０
万
円
と
し
た
。

　
総
会
は
議
長
団
の
円
滑
な
議
事
進
行

に
よ
り
13
議
案
と
報
告
事
項
２
件
を
可

決
決
定
し
た
。 

販
売
額
過
去
最
高
の
73
億
円

農畜産物販売額過去最高に
ＪＡむかわ第 102 回通常総会

 

む
か
わ
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
　
　
　
　
　
　 

栃
丸
　
直
士
　
様

む
か
わ
町
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
　
　
　
　
　
　 

野
田
　
省
一
　
様

む
か
わ
町
農
業
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長 

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
保
成
　
様

鵡
川
土
地
改
良
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
　
　
　 

中
奥
　
三
徳
　
様

胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
東
胆
振
支
所
　
　
支
所
長       

　
　
　
西
川
　
智
子
　
様

ホ
ク
レ
ン
苫
小
牧
支
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
所
長
　   

　 

　
　
跡
部
　
敏
郎
　
様

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

札
幌
支
所       

　
　
　
　 

次
長     

　
　
　  

　
永
井
　
洋
明
　
様

Ｊ
Ａ
共
済
連
札
幌
支
所
苫
小
牧
駐
在
　
　
　
　
　
次
長
　
　
　
　
　
　 

山
本
　
真
吾
　
様

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連 

札
幌
支
所
　
　
　
　
　
　
　 

J
A
バ
ン
ク
推
進
課
長     

橋
本
　
諒
　
　
様

公
益
財
団
法
人
北
海
道
農
業
公
社 

苫
小
牧
支
所  

支
所
長
　
　 

　
　
　
福
井
　
忍
　
　
様

む
か
わ
町
農
林
水
産
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
長
　
　
　 

　
　
　
東
　   

和
博
　
様

胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
東
胆
振
支
所
　
　
地
域
第
一
係
長
　
　 

高
田
　
和
明
　
様

ご来賓の皆様

 議長を務めた山本さんと稲田さん

説明をする毛利参事

挨
拶
を
す
る
長
門
組
合
長

第 102 回通常総会提出議案
令
和
７
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、お
よ
び
注
記
表
並
び
に
み
の
り
監
査
法
人

の
監
査
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
１
号　

目
的
積
立
金
管
理
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　
（
定
款
付
属
書
）役
員
選
任
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
特
別
決
議
）

議
案
第
４
号   

農
地
信
託
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号   

組
合
員
資
本
充
実
・
配
当
充
当
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
事
務
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い

　
　
　
　
　
　

て

議
案
第
10
号　

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

Ｊ
Ａ
む
か
わ
中
期
３
カ
年
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

株
式
会
社
の
株
式
取
得
又
は
法
人
も
し
く
は
団
体
に
対
す
る
出
資
・

　
　
　
　
　
　

出
え
ん
に
つ
い
て

報 

告 

事 

項

１　
　

労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
7
年
度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ
い
て      

２　
　
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

付
議
事
項

報
告
事
項

決
算
報
告

目黒政志 さん から

　　健裕さんに移譲

経営移譲者表彰

農政推進委員長表彰

4 期12 年

田浦　悟 さん

農業推進委員長表彰を受ける田浦さん
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Ｊ
Ａ
む
か
わ
（
正
組
合
員

３
１
６
名
）は
３
月
23
日
か
ら
３
日

間
、
集
落
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
本
部

事
務
所
で
地
区
別
懇
談
会
を
開

い
た
。
懇
談
会
で
は
延
べ
63
名
が

出
席
し
て
対
話
を
深
め
た
。

　

25
日
の
Ｊ
Ａ
本
部
事
務
所
で

は
、
組
合
員
21
名
と
役
職
員
13
名

が
出
席
し
た
。

　

長
門
宏
市
組
合
長
は
「
ご
理
解

ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。
昨
年

は
組
合
員
の
努
力
で
農
畜
産
物

販
売
高
は
過
去
最
高
の
73
億
を

超
え
、Ｊ
Ａ
の
総
合
収
支
実
績
は

昨
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
た
。

農
業
情
勢
は
世
界
の
紛
争
で
一
段

と
厳
し
い
状
況
だ
が
、
総
会
に
先

立
ち
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
頂
き
、
協
同
の
力
で
乗

り
越
え
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

内
海
久
俊
副
組
合
長
が
座
長

を
務
め
、
毛
利
好
隆
参
事
が
第

１
０
２
回
通
常
総
会
の
議
案
に
つ

い
て
、
目
的
積
立
金
管
理
要
領
の

一
部
変
更
や
、
令
和
７
年
度
事
業

報
告
と
剰
余
金
処
分
案
、
役
員
選

任
規
程
一
部
改
正
等
11

議
案
と
令
和
８
年
度
事

業
計
画
と
Ｊ
Ａ
む
か
わ

経
営
基
盤
確
立
３
カ
年

計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
案
）を
説
明
し
た
。

　

３
ヶ
年
計
画
の
基
本

方
針
で
は
組
合
員
の
組

織
結
集
で
単
協
運
営
形

態
の
維
持
発
展
に
努
め
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化

と
持
続
可
能
な
北
海
道

農
業
の
確
立
な
ど
の
、

Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
重
点
取
り
組
み
事

項
の
地
域
農
業
振
興
計
画
や
、
高

収
益
作
物
へ
の
作
付
け
誘
導
、ｎ

ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
の
新
た
な
活
用
に
よ

る
集
荷
・
物
流
改
善
、
生
産
組
織

と
連
携
し
た
生
産
資
材
情
報
の
発

信
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

懇
談
会
に
出
席
し
た
組
合
員
か

ら
は
、
職
員
の
労
働
条
件
な
ど
に

対
す
る
支
援
や
新
規
就
農
者
対

策
、
出
資
増
口
に
つ
い
て
等
に
つ

い
て
の
意
見
に
対
し
、「
ご
理
解

と
ご
支
援
に
感
謝
し
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と
回
答

し
た
。

Ｊ
Ａ
む
か
わ
地
区
別
懇
談
会

対
話
深
め
協
同
の
力
発
揮

3

23
月

日

挨拶する長門組合長

抽選が当たり会場湧く

受付する阿部課長と中奥職員

賛成挙手

ＪＡ綱領を朗唱する組合員

ステージを飾った盛り花

森さんに１等賞

成田部長の司会はベスト

熱心に話を聞く出席組合員

出資金11億1230万円、単体自己資本比率

25.88％、貯金高242億円、貸出金39億円、長期

共済保有高は330億円、購買品供給高253億円。

剰余金処分案は当期未処分剰余金が1億9386

万円。剰余金処分額の1億3386万円を利益準

備金に2684万円。任意積立金8300万円のうち

施設整備積立金に6300万円。出資配当金1061

万円（１％）、事業分量配当金1340万円（肥料

等５品目の特別配当1.5％）を処分し、次期繰

越剰余金を6000万円とした。

令和7年度ＪＡむかわの状況

絆を強めた総会

受付をする奥村審議役と高田職員
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第
１
回
理
事
会
議
案
書

　

日
時　

令
和
８
年
２
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分

　
【
報
告
事
項
】

１
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

２
．
1
月
主
要
行
事
報
告
に
つ
い
て

３
．
１
月
末
農
畜
産
物
販
売
実
績
に
つ
い
て

４
．
部
門
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

　

１
）第
１
回
金
融
部
門
委
員
会　

２
月
16
日（
月
）

　

２
）第
１
回
営
農
部
門
委
員
会　

２
月
17
日（
火
）

５
．
令
和
７
年
度
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

６
．
令
和
７
年
度
不
良
債
権
管
理
・
回
収
方
針
に
基
づ

　
　

く
回
収
結
果
に
つ
い
て　

  　

            

７
．
令
和
７
年
度
簿
外
管
理
債
権（
信
用
・
購
買)

の
回

　
　

収
状
況
に
つ
い
て

８
．
２
千
万
円
超
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
報
告
に
つ

　
　

い
て

９
．
令
和
７
年
度
特
定
組
合
員
の
営
農
実
績
に
つ
い
て

10
．
令
和
７
年
度
決
算
自
己
査
定
結
果
並
び
に
監
査
報

　
　

告
に
つ
い
て

11
．
会
計
監
査
人
の
再
任
の
適
否
に
つ
い
て

12
．
令
和
８
年
度
J
Ａ
監
事
監
査
計
画
書
に
つ
い
て

13
．
令
和
７
年
10
月
～
令
和
８
年
１
月
内
部
監
査
の
実

　
　

績
に
つ
い
て

14
．
令
和
７
年
度
内
部
監
査
業
務
活
動
報
告
に
つ
い
て

15
．
令
和
７
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に
つ
い
て

16
．
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
報
告

　
　

に
つ
い
て

17
． 

令
和
７
年
度
下
期
苦
情
等
対
応
状
況
定
期
報
告
に

　
　

つ
い
て

18
．
事
務
ミ
ス
等
案
件
報
告
に
つ
い
て

19
．
令
和
８
年
営
農
計
画
書
の
提
出
状
況
に
つ
い
て

20
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

21
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
体
制
構
築
に
か
か
る
指

令
和
８
年
度  

理
事
会
議
案
一
覧

　
　

針
の
変
更
に
つ
い
て

22
．
令
和
５
・
６
年
産
農
産
物
共
計
最
終
精
算
に
つ
い

　
　

て（
監
査
報
告
含
む
）

23
．
令
和
８
年
度
コ
メ
の
生
産
の
目
安
に
つ
い
て

　
【
付
議
事
項
】

議
案
第
１
号　

令
和
７
年
度
決
算
処
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・
貸
倒
引
当
金
の
計
上
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・
繰
延
税
金
資
産
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・
総
合
収
支
実
績
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

令
和
７
年
度
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

１
）全
事
務
所
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
報

　
　
　
　
　
　

告
及
び
策
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

令
和
８
年
度
組
織
諮
問
委
員
会
へ
の
諮

　
　
　
　
　
　

問
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

令
和
８
年
度　

理
事
に
対
す
る
営
農
計

　
　
　
　
　
　

画
に
基
づ
く
信
用
供
与
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

令
和
７
年
度
農
業
経
営
移
譲
者
及
び
令

　
　
　
　
　
　

和
７
年
度
営
農
区
農
政
推
進
委
員
長
へ

　
　
　
　
　
　

の
感
謝
状
贈
呈
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
と
経
営
所

　
　
　
　
　
　

得
安
定
対
策
等
の
事
務
に
係
る
手
数
料

　
　
　
　
　
　

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
２
回
理
事
会
議
案
書

　

日
時　

令
和
8
年
３
月
19
日（
木
）午
後
2
時
00
分

　
【
報
告
事
項
】

１
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

２
．
２
月
主
要
行
事
報
告
に
つ
い
て

３
．
２
月
末
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

４
．
２
月
末
農
畜
産
物
販
売
実
績
に
つ
い
て

５
．
部
門
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

　

１
）第
１
回
Ｊ
Ａ
む
か
わ
地
域
農
業
検
討
会　

３
月
２

　
　

日（
月
）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

　
鵡
川
和
牛
改
良
組
合（
組
合
員
28

名
）は
３
月
18
日
、
鵡
川
本
部
事
務

所
で
第
54
回
通
常
総
会
を
開
き
、組

合
員
15
名
が
出
席
し
た
。

　

鎌
田
拓
弥
和
牛
改
良
組
合
長
は

「
来
賓
と
組
合
員
に
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
素
牛
や
枝
肉
価

格
は
上
昇
傾
向
で
す
が
、依
然
と
し

て
飼
料
や
肥
料
、
生
産
資
材
等
の

高
騰
で
畜
産
業
界
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
く
、先
行
き
不
透
明
で
す

が
、地
域
の
底
上
げ
強
化
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶

し
た
。

　
来
賓
９
名
が
出
席
し
、む
か

わ
町
竹
中
喜
之
町
長
は
「
厳

し
い
状
況
下
で
す
が
、２
０
２
７

年
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に

向
け
、期
待
し
て
い
ま
す
」と

挨
拶
。

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
長
門
宏
市
組

合
長
は
「
和
牛
の
販
売
高
は
計

画
を
上
回
る
４
億
９
０
０
０
万

円
と
な
り
、
生
産
者
に
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」と

挨
拶
し
た
。
さ
ら
に
北
海
道

農
業
共
済
組
合
み
な
み
統
括

セ
ン
タ
ー
、
胆
振
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、ホ
ク
レ
ン
苫

小
牧
支
所
の
来
賓
を
紹
介
し

た
。

　

議
長
に
中
田
賢
大
さ
ん
を

選
出
し
、
令
和
７
年
度
む
か
わ
町
鵡
川
地
域

農
業
活
性
化
推
進
基
金
事
業
の「
繁
殖
雌
牛

確
保
戦
力
化
対
策
」を
営
農
部
浅
川
竣
係
長

が
報
告
し
た
。

　

議
事
の
令
和
７
年
度
事
業
経
過
報
告
で

は
、
各
共
進
会
や
各
枝
肉
共
励
会
、
毎
月
の

市
場
上
場
用
５
種
混
合
不
活
性
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
削
蹄
、
隔
月
の
子
牛
登
記
・
ヨ
ー
ネ
採

血
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た
、一
般
会
計
収
支

決
算
や
共
進
会
収
支
決
算
書
、凍
結
精
液
会

計
収
支
決
算
書
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
素
牛
価

格
や
枝
肉
価
格
が
落
ち
着
き
上
昇
傾
向
と
な

り
、優
良
繁
殖
雌
牛
の
選
定
・
保
留
に
よ
る

子
牛
生
産
基
盤
の
強
化
し
、
令
和
９
年
北
海

道
開
催
の
「
第
13
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」を
見
据
え
た
各
共
進
会
へ
の
積
極
的
取

り
組
み
、
飼
養
技
術
の
向
上
、
繁
殖
雌
牛
選

定
基
準
の
均
一
化
に
よ
る
地
域
の
底
上
げ
、

強
化
を
図
っ
て
い
き
、事
業
目
標
の
新
規
事

業
の
積
極
的
取
り
組
み
や
増
頭
、更
新
の
推

進
、
肥
育
部
門
の
強
化
研
究
と
消
費
拡
大
、

他
改
良
組
合
と
購
買
者
の
交
流
な
ど
８
項
目

を
推
進
す
る
計
画
を
提
案
。
さ
ら
に
各
事
業

収
支
予
算（
案
）な
ど
提
案
し
た
８
議
案
を
可

決
決
定
し
た
。

3

18
月

日

挨拶する鎌田組合長

出席者と来賓の皆さん

鵡川和牛改良組合総会

全国共進会見据え

　

鵡
川
蔬
菜
園
芸
振
興
会
は
、
２
月
24
日
、

む
か
わ
町
農
業
セ
ン
タ
ー
で
第
48
回
通
常
総

会
を
開
い
た
。
来
賓
12
名
を
迎
え
、会
員
30

名
が
出
席
し
た
。

　

鵡
川
蔬
菜
園
芸
振
興
会
は
、各
部
会
を
束

ね
、会
員
相
互
の
親
睦
と
蔬
菜
振
興
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
、

現
在
10
部
会
で
、
部
会
員
１
２
６
名
が
所
属

し
て
い
る
。

　

平
島
道
弘
会
長
は
「
３
年
連
続
記
録
的
な

猛
暑
や
、９
月
以
降
の
豪
雨
と
生
育
不
良
や

病
害
虫
の
発
生
な
ど
で
厳
し
い
年
で
し
た
が
、

各
部
会
の
努
力
と
高
単
価
に
支
え
ら
れ
、販

売
額
は
過
去
最
高
の
36
億
円
を
超
え
ま
し

た
。
安
定
供
給
が
で
き
、感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
尚
生
産
資
材
の
高
騰
や
運

賃
の
値
上
げ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、各
部
会

が
確
固
た
る
目
標
を
持
ち
、安
心
安
全
な
生

産
物
の
安
定
供
給
を
皆
さ
ん
と
共
に
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、む
か
わ
町
成
田
忠
則

副
町
長
と
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長
門
宏
市
組
合
長
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
東
胆
振
支
所
西

川
智
子
支
所
長
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果

（
株
）大
野
敏
彦
常
務
取
締
役
ら
が
、36
億
円

達
成
の
お
祝
い
と
、益
々
の
発
展
を
祈
念
し
、

挨
拶
し
た
。

　

総
会
は
佐
藤
啓
太
さ
ん
を
議
長
に
選
出

し
、営
農
部
の
阿
部
秀
吾
蔬
菜
園
芸
課
長
が

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
書

を
報
告
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、
道
内
外

の
積
極
的
販
売
促
進
と
産
地
交
流
会
の
実

施
等
な
ど
と
共
に
、む
か
わ
産
ブ
ラ
ン
ド
力

を
定
着
さ
せ
、生
産
や
販
売
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
た
。
ま
た
事
前
出

荷
予
約
や
残
留
農
薬
検
査
の
継
続
、む
か
わ

産
野
菜
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
加
え
、優

良
資
材
の
試
験
投
入
、各
取
引
先
と
の
情
報

交
換
に
よ
る
販
売
戦
略
の
構
築
な
ど
を
提
案

し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
８
年
度
一
般
収
支
予
算
案

や
、
災
害
基
金
収
支
予
算
案
、
残
留
農
薬
会

計
収
支
予
算
案
、会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
な

ど
６
議
案
を
提
案
し
、
全
議
案
を
可
決
決
定

し
た
。

2

24
月

日

鵡
川
蔬
菜
園
芸
振
興
会
総
会

 
販
売
額
過
去
最
高
36
億
円

挨拶する平島会長

総会議案を審議する出席会員
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胆
振
東
部
軽
種
馬
振
興
会（
会
員
18
名
）

は
２
月
19
日
、む
か
わ
町
農
業
セ
ン
タ
ー
で

来
賓
６
名
を
迎
え
、
第
66
回
通
常
総
会
を

開
い
た
。

　

桑
原
康
裕
会
長
は
「
令
和
７
年
度
も
会

員
の
生
産
場
が
重
賞
レ
ー
ス
で
優
勝
し
、ホ

ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
の
売
上
額
も
５
７
３
億
円

で
過
去
最
高
を
更
新
し
、生
産
馬
も
８
年
連

続
で
１
０
０
億
円
超
え
と
な
っ
た
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
聞
き
、有
意
義
な
総
会
に
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
総
会
に
先
が
け
、令
和
７
年
度
の
会
員
生

産
馬
重
賞
勝
馬
褒
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

褒
賞
馬
は（
有
）上
水
牧
場
の
「
リ
ト
ル

サ
ム
シ
ン
グ
」で
、い
ず
れ
も
金
沢
競
馬
場

「
百
万
石
か
が
や
き
ナ
イ
タ
ー
賞
」「
第
60

回
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
大
賞
典
」「
第
66
回
Ｍ
Ｒ

Ｏ
金
賞
」
で
優
勝
し
た
。

　

来
賓
の
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長
門
宏
市
組
合
長

は
「
厳
し
い
生
産
環
境
だ
が
、軽
種
馬
と
競

馬
の
販
売
高
は
共
に
好
調
で
、
関
係
各
位

の
努
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

　
来
賓
の
む
か
わ
町
竹
中
喜
之
町
長
は「
む

か
わ
町
の
生
産
馬
と
軽
種
馬
振
興
の
応
援

を
し
て
い
ま
す
」と
挨
拶
。
胆
振
東
部
軽
種

馬
組
合
の
田
中
芳
郎
組
合
長
は
「
昭
和
20

年
30
年
代
の
大
先
輩
の
築
い
て
き
た
市
場

が
道
内
５
カ
所
に
あ
り
７
、８
割
と
売
却
が

伸
び
、生
産
に
も
力
が
あ
る
」と
挨
拶
し
た
。

同
組
合
の
高
橋
課
長
、
む
か
わ
町
農
林
水

産
課
東
課
長
、Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ａ
生
産
対
策
田
村

正
和
部
長
、
同
静
内
種
馬
場
山
本
竜
太
次

長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
総
会
は
、令
和
７
年
度
実
施
し
た
道
営
競

馬
応
援
視
察
ツ
ア
ー
や
、
馬
頭
観
世
音
大

祭
な
ど
の
事
業
と
収
支
決
算
を
報
告
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
は
、
道
営
競

馬
応
援
視
察
研
修
継
続
に
よ
る
集
客
力
ア

ッ
プ
や
、
軽
種
馬
飼
養
管
理
技
術
の
改
善
、

研
究
な
ど
の
事
業
計
画（
案
）が
提
案
さ
れ
、

６
号
議
案
を
可
決
決
定
し
た
。

　

総
会
後
、Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ａ
生
産
対
策
に
つ
い

て
田
村
正
和
部
長
が
講
演
し
た
。

ＪAむかわ (2026 年5月号)ＪAむかわ (2026 年5月号)

　

２
）第
１
回
経
済
部
門
委
員
会　
　
　
　

３
月
５
日（
木
）

　

３
）第
２
回
金
融
部
門
委
員
会　
　
　

３
月
９
日（
月
）

　

４
）第
１
回
農
家
経
済
対
策
部
門
委
員
会
３
月
９
日（
月
）

６
．
内
部
監
査
の
品
質
評
価
項
目
の
報
告
に
つ
い
て

７
．
令
和
７
年
度　

労
働
保
険
料
徴
収
・
納
付
状
況
報
告

　
　

に
つ
い
て（
監
査
報
告
含
む
）

８
．
令
和
８
年
度
特
定
組
合
員
の
選
定
及
び
営
農
指
導
方

　
　

針
に
つ
い
て

　
【
付
議
事
項
】

議
案
第
１
号　

会
計
監
査
人
に
よ
る
令
和
７
年
度
決
算
監

　
　
　
　
　
　

査
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・
事
業
報
告
、貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書

議
案
第
２
号　

令
和
７
年
度
決
算
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

令
和
8
年
度
販
売
手
数
料
・
施
設
利
用
料

　
　
　
　
　
　

一
覧
の
改
訂
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

令
和
８
年
度
固
定
資
産
取
得
計
画
に
つ
い

　
　
　
　
　
　

て

議
案
第
５
号　

令
和
８
年
度
役
員
報
酬
に
つ
い
て

　

１
）組
織
諮
問
委
員
会
の
答
申
内
容
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

令
和
８
年
度
総
合
収
支
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

令
和
８
年
度
余
裕
金
の
年
次
運
用
方
針
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

議
案
第
８
号  

令
和
８
年
度
信
用
供
与
限
度
額
の
改
定
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

議
案
第
９
号　

令
和
８
年
度
貸
付
金
の
最
高
利
率
の
設
定

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

 

理
事
に
対
す
る
手
形
貸
付
金
の
取
扱
い
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

議
案
第
11
号　

令
和
８
年
度
不
良
債
権
管
理
回
収
方
針
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

議
案
第
12
号　

簿
外
管
理
債
権
の
償
却
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　

１
）「
目
的
積
立
金
管
理
要
領
」の
改
正

　

２
）「（
定
款
付
属
書
）役
員
選
任
規
程
」の
改
正

　

３
）「
役
員
選
任
実
施
要
領
」の
改
正

　

４
）「
農
地
信
託
規
程
」の
改
正

　

５
）「
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
定
」の
廃
止

　

６
）「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関

　
　
　

す
る
規
程
」の
改
正

議
案
第
14
号 　

第
１
０
２
回
通
常
総
会
の
日
程
お
よ
び
提

　
　
　
　
　
　

出
議
案
に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

議
決
権
行
使
書
面
に
お
け
る
議
決
権
行
使

　
　
　
　
　

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
16
号   

経
営
基
盤
確
立
３
ヶ
年
計
画
の
設
定
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て

　
　
　

   　
　

  

・
３
つ
の
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　

 

地
区
別
懇
談
会
の
議
案
に
つ
い
て

議
案
第
18
号　

令
和
８
年
度
新
む
か
わ
町
鵡
川
地
域
農
業

　
　
　
　
　
　

活
性
化
推
進
基
金
予
算（
案
）に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

１
．
第
１
０
２
回
通
常
総
会
に
お
け
る
議
長
の
選
任
方
法

　
　

に
つ
い
て

第
３
回
理
事
会
議
案
書

 

日
時　

令
和
８
年
４
月
６
日（
月
）午
後
１
時
30
分

　
【
報
告
事
項
】

１
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

２
．
３
月
主
要
行
事
報
告
に
つ
い
て

３
．
３
月
末
農
畜
産
物
販
売
実
績
に
つ
い
て

４
．
む
か
わ
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
贈
に
つ
い
て

５
．
令
和
７
年
度
新
む
か
わ
町
鵡
川
地
域
農
業
活
性
化
推

　
　

進
基
金
事
業
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て

６
．
外
国
人
労
働
者
の
住
宅
確
保
支
援
に
向
け
た
要
望
書

　
　

に
つ
い
て

　
【
付
議
事
項
】

議
案
第
１
号　

令
和
７
年
度
行
政
庁
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

　
【
協
議
事
項
】

１
．
地
区
別
懇
談
会
の
総
括
と
第
１
０
２
回
通
常
総
会
に

　
　

向
け
て
の
対
応
に
つ
い
て                

２
．
２
０
２
６
農
協
ま
つ
り
の
実
施
に
つ
い
て　

　
ス
ズ
マ
ル
生
産
組
合（
37
名
）は

２
月
27
日
、
本
部
事
務
所
で
定
期

総
会
を
開
き
10
名
が
出
席
し
た
。

　

山
下
裕
太
組
合
長
は
「
昨
年
も

猛
暑
や
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
と

病
害
虫
の
発
生
な
ど
と
厳
し
い
年

と
な
っ
た
が
、
乾
燥
調
製
施
設
で

の
調
整
も
良
く
、
全
国
の
納
豆
生

産
業
者
か
ら
の
評
価
も
高
か
っ

た
。
九
州
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合

と
の
交
流
事
業
で
福
岡
、
長
崎
を

訪
れ
交
流
を
深
め
、
信
頼
に
応
え

て
安
全
で
高
品
質
大
豆
を
供
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

も
信
頼
に
応
え
面
積
確
保
と
栽

培
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

今
総
会
で
ご
意
見
を
賜
り
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

総
会
に
は
、Ｊ
Ａ
む
か
わ
の

長
門
宏
市
組
合
長
と
胆
振
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
東
胆
振

支
所
高
田
和
明
係
長
が
出
席
し
、
代
表
し

て
長
門
組
合
長
が
「
む
か
わ
ス
ズ
マ
ル
大

豆
は
Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
重
要
な
作
物
と
位
置

づ
け
、安
全
面
に
こ
だ
わ
り
安
定
供
給
産
地

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
年
も
豊
穣

の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈
願
し
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

総
会
で
は
、
山
下
組
合
長
が
議
長
に
な

り
、
営
農
部
の
皆
澤
選
矢
主
任
が
令
和
７

年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
報
告
し
た
。

事
業
報
告
で
は
試
験
区
の
設
置
や
現
地
栽

培
講
習
会
、グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
交
流
事
業
な

ど
を
報
告
。
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
消
費
地
交
流
と
産
地
交
流
の
開
催
や

実
需
者
と
の
意
見
交
換
の
実
施
、
栽
培
技

術
講
習
会
な
ど
を
提
案
し
た
。

　
今
年
度
も
、ス
ズ
マ
ル
大
豆
の
加
工
販
売

業
者
の
納
豆
を
組
合
員
ら
に
と
り
ま
と
め
、

購
入
す
る
。

　

上
程
し
た
６
議
案
を
全
て
可
決
決
定
し

た
。
役
員
改
選
で
は
全
員
留
任
と
な
っ
た
。

　

前
段
、
胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

東
胆
振
支
所
高
田
和
明
係
長
に
よ
る
栽
培

講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
18
年
、Ｊ
Ａ
む
か
わ
は
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ

ー
ゾ
ー
ン（
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を
作
ら

な
い
地
域
宣
言
）を
総
会
で
決
議
し
、国
道

沿
い
に
大
看
板
を
設
置
し
た
。
遺
伝
子
組

み
換
え
「
い
ら
な
い
！
つ
く
ら
な
い
！
」地

域
宣
言
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
安
心
安
全

の
信
頼
関
係
を
強
め
て
き
た
。

2

19
月

日

胆
振
東
部
軽
種
馬
振
興
会
が
通
常
総
会

   （
有
）
上
水
牧
場  

褒
賞
を
授
与

総会で挨拶する桑原会長

総会で審議する会員と会場

鵡川産スズマル大豆を使用した納豆

● 令 和 ７年 大 豆 の 作 付 面 積            
　２２８㌶。生産数量は９２８０
　俵（１俵６０㌕）。
　販売額４２７７万円
●スズマル大豆は「産地の銘柄」
　で、「すずまるまたは鈴丸は納
　豆の商品名」。

スズマル生産組合

スズマル生産組合総会
   全国で商品化拡大

挨
拶
す
る
山
下
組
合
長

2

27
月

日
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Ｊ
Ａ
む
か
わ
青
年
部
は
３
月
９
日
、

鵡
川
農
協
本
部
事
務
所
で
第
77
回

通
常
総
会
を
開
き
、
盟
友
33
名
と
来

賓
４
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
宣
言
後
、
全
員
で
Ｊ
Ａ
青
年

部
組
織
綱
領
を
朗
唱
し
た
。

　

辻
雄
一
部
長
は
「
昨
年
も
猛
暑
な

ど
に
よ
り
農
業
環
境
は
厳
し
か
っ
た

が
、
米
価
な
ど
の
高
価
格
に
支
え
ら

れ
過
去
最
高
の
販
売
額
と
な
り
ま
し

た
。
今
総
会
で
み
な
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
、
地
域
の
農
業
発
展
に
努
め
て

参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
の
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長
門
宏
市
組

合
長
は
「
Ｊ
Ａ
の
販
売
額
は
73
億
円

を
超
え
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
青

年
部
と
の
対
話
を
深
め
、
支
援
し
て

行
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
む
か
わ

町
農
林
水
産
課
の

飛
岡
雅
幸
主
幹
は

竹
中
喜
之
町
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
上
げ
、
Ｊ
Ａ
と

ま
こ
ま
い
広
域
青

年
部
石
崎
大
和

穂
別
支
部
長
と
星

郁
人
副
支
部
長
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
議
長

に
高
田
慎
一
さ
ん

を
選
出
し
、
令
和

７
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算

を
提
案
し
た
。

　

辻
部
長
が
８
回

の
役
員
会
や
道
内
視
察
研
修
会
、
地

元
小
学
生
の
田
植
、
稲
刈
体
験
事
業
、

脱
穀
精
米
な
ど
の
農
育
支
援
、
屑
米

集
荷
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
懇
談
会
、

職
員
と
の
交
流
会
な
ど
の
活
動
内
容

を
報
告
し
た
。
並
び
に
一
般
会
計
、

道
外
視
察
研
修
特
別
会
計
決
算
を

農
業
振
興
部
の
三
品
寛
尚
職
員
が

報
告
し
た
。

　

令
和
８
年
度
も
、
世
界
の
紛
争
で

燃
料
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
情
勢
だ

が
、
盟
友
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
て
高

収
益
作
物
の
導
入
や
営
農
知
識
と

技
術
、
人
間
力
を
高
め
て
地
域
農
業

の
一
役
を
担
え
る
よ
う
、
情
報
の
共

有
や
目
標
達
成
実
現
に
向
け
て
の
活

動
方
針
と
事
業
計
画
を
提
案
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
選
考
委
員
会
で

審
議
し
、
全
員
が
留
任
し
た
。

　

総
会
は
提
案
し
た
７
議
案
を
承
認

し
可
決
決
定
し
た
。
さ
ら
に
令
和
８

年
度
版
Ｊ
Ａ
む
か
わ
青
年
部
ポ
リ
シ

ー
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
農
政
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

3

9
月

日

定
期
総
会
で
挨
拶
す
る
辻
部
長

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
女
性
部
は
３

月
４
日
、
む
か
わ
町
農
業
セ

ン
タ
ー
で
第
72
回
通
常
総
会

を
開
い
た
。
総
会
に
は
部
員

20
名（
委
任
８
名
）と
来
賓
４

名
が
出
席
し
た
。

　

関
真
紀
部
長
は
「
春
の
訪

れ
と
と
も
に
春
作
業
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の

活
動
報
告
を
基
に
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
活
動
方
針
を
決

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
度
も
食
と
農
を
守
り
、
皆

さ
ん
と
楽
し
く
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
の
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長
門

宏
市
組
合
長
は
「
女
性
部
の

活
動
に
対
し
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
の

農
畜
産
物
の
販
売
高
は
73
億

円
を
超
え
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
。
農
業
経
営
は
資
材

高
騰
な
ど
で
依
然
厳
し
い
情

勢
で
す
が
、今
後
も
明
る
く
豊
か
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
頂
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
ま
た
、竹
中
喜
之
む
か
わ
町
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
飛
岡
雅
幸
農
林
水
産
課

主
幹
が
伝
え
た
。

　

総
会
は
竹
之
内
基
洋
子
さ
ん
を
議

長
に
選
出
。
令
和
７
年
度
事
業
報
告

と
サ
ー
ク
ル
部
会
活
動
を
、阿
部
ノ
リ

子
さ
ん
が「
ヘ
ル
シ
ー
サ
ー
ク
ル
」、須

藤
千
恵
子
部
長
が
「
手
芸
サ
ー
ク
ル
」

を
報
告
し
、一
般
会
計
収
支
決
算
と
道

外
視
察
研
修
会
計
、
創
立
80
周
年
記

念
事
業
、
研
修
収
支
決
算
書
を
農
業

振
興
部
の
門
馬
俊
樹
係
長
が
報
告
し

た
。
令
和
８
年
度
は
よ
り
一
層
地
域
に

密
着
し
た
Ｊ
Ａ
づ
く
り
を
考
え
、農
に

か
か
わ
る
女
性
な
ら
で
は
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
）の
視
点

と
パ
ワ
ー
を
事
業
活
動
に
活
か
し
、社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
明
る
く

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す

事
業
計
画（
案
）で
は
道
外
視
察
研

修
等
を
計
画
し
た
。
さ
ら
に
収
支

予
算（
案
）を
提
案
し
た
。
総
会
で

提
案
し
た
４
議
案
は
全
て
可
決
決

定
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、Ｊ
Ａ
女
性
部
と

Ｊ
Ａ
役
員
と
の
懇
談
会
が
同
会
場

に
て
行
わ
れ
、Ｊ
Ａ
か
ら
長
門
組

合
長
と
毛
利
好
隆
参
事
、
椿
文
子

理
事
が
出
席
し
た
。

　

毛
利
参
事
が
令
和
７
年
度
の
農

畜
産
物
販
売
実
績
と
出
資
増
口

運
動
に
つ
い
て
、
冬
期
間
の
営
業

体
制
変
更
に
関
す
る
検
討
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

農
畜
産
物
販
売
実
績
は
過
去
最
高

の
73
億
２
千
万
円
。
出
資
金
は
１
月
末

で
11
億
１
２
３
０
万
円（
内
正
組
合
員

８
億
４
９
０
７
万
円
）だ
が
80
歳
以
上

の
出
資
金
も
約
２
割
あ
る
。
女
性
も
正

組
合
員
と
な
り
出
資
を
持
つ
こ
と
は

可
能
な
の
で
是
非
検
討
し
て
ほ
し
い
。

営
業
体
制
変
更
に
つ
い
て
は
職
員
を

募
集
し
て
い
る
が
、完
全
週
休
２
日
制

や
給
与
水
準
が
他
業
種
よ
り
低
い
の

で
改
善
を
図
り
た
い
。
出
資
金
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、今
後
期
待
が
持
て

る
意
見
交
換
が
成
さ
れ
た
。

3

4
月

日

挨
拶
す
る
関
部
長

綱領を読む部会員

総会の様子

ＪＡむかわ青年部定期総会

役員改選は全員留任

ＪＡむかわ女性部通常総会

   道外視察など決める

役員改選では全員が留任し、挨拶する

綱領を朗唱する部員ら
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2

20
月

日

挨拶する辻部長

　

Ｊ
Ａ
む
か
わ
青
年
部
は
２
月
20
日
、
鵡

川
農
協
本
部
事
務
所
で
Ｊ
Ａ
役
員
と
懇
談

会
を
開
き
、
部
員
20
名
が
出
席
し
た
。

　

青
年
部
辻
雄
一
部
長
が
「
毎
年
実
施
し

て
い
る
懇
談
会
は
話
し
合
う
こ
と
で
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
活
動
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
長
門
宏
市
組
合
長
は
「
青
年
部

の
事
前
質
問
に
答
え
、
討
議
す
る
こ
と
で

事
業
に
反
映
す
る
こ
と
で
き
る
の
で
、
有

意
義
な
懇
談
会
に
な
っ
て
い
る
」
と
挨
拶

し
た
。
事
前
質
問
事
項
に
対
し
毛
利
参
事

が
答
え
た
。

　

割
り
振
り
に
つ
い
て
不
公
平
感
が

出
な
い
か
心
配
だ
が
、農
協
側
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

　

令
和
8
年
産
の
主
食
米
作
付
面
積
に

つ
い
て
は
、昨
年
度
の
53
％
で
一
律
配
分

を
お
願
い
し
た
。
北
海
道
全
体
で
の
令

和
８
年
主
食
用
米
の
作
付
け
希
望
は

６
６
０
０
ha
程
度
増
加
し
て
お
り
、
供
給

過
多
に
よ
る
米
価
下
落
に
つ
な
が
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、生
産
の
目
安
に
協
力
し

て
ほ
し
い
。

主
食
米
、
加
工
米
の

割
り
振
り
に
つ
い
て

　

現
在
農
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
お
り
、6
月
頃
完
成

見
込
。
賃
金
は
大
き
い
財
源
が
必
要
な

の
で
す
ぐ
の
対
応
は
難
し
い
が
、完
全
週

休
2
日
制
に
つ
い
て
は
組
合
員
や
顧
客

の
理
解
の
も
と
実
施
し
て
い
き
た
い
。

QA
　

農
協
や
農
家
の
仕
事
を
動
画
や

写
真
で
宣
伝
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

求
職
者
側
も
仕
事
が
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

人
材
確
保
の
為
の

S
N
S
利
用

　

現
在
雇
用
し
て
い
る
特
定
技
能
１
号

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
）へ
の
支
援
は
支
援
管

理
団
体
が
行
う
こ
と
が
義
務
で
あ
り
、受

入
企
業
は
間
接
的
な
支
援
と
な
る
が
、で

き
る
だ
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。
特
定
技
能
2
号
に
な
っ
て
も
、

臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
も
の
の
、農
業
分

野
で
の
資
格
で
は
従
事
可
能
な
業
務
が

細
か
く
定
義
さ
れ
て
い
る
為
、正
社
員
で

の
雇
用
は
難
し
い
。

　

農
協
で
雇
用
し
て
い
る
特
定
技
能
実

習
生
等
の
労
働
者
の
中
で
見
込
み
の
あ

る
希
望
者
を
特
定
技
能
2
号
へ
切
り

替
え
る
な
ど
、
長
期
的
に
雇
用
す
る
意

向
は
あ
る
か
、
ま
た
希
望
者
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。

特
定
技
能
実
習
生
等

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
の
農
協
の
経
営
状
況
に
関

し
て
、過
去
最
高
の
販
売
高
と
な
っ
た
主

要
因
は
主
食
用
米
の
手
数
料
で
あ
る
。

ま
た
、共
選
施
設
に
関
し
て
は
出
荷
量
が

低
下
し
た
一
方
、諸
経
費
が
上
昇
し
、施

設
部
門
の
収
支
は
赤
字
の
見
通
し
、
ま

た
、全
体
に
お
い
て
も
賃
金
を
改
正
し
た

影
響
で
販
売
高
は
昨
年
よ
り
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、剰
余
金
は
昨
年
を
下
回
る

見
通
し
。

　

剰
余
金
に
関
し
て
は
購
買
額
へ
の
配

当
が
肥
料
、
農
薬
、
段
ボ
ー
ル
、
バ
ラ
飼

料
に
対
し
、１
・５
％
、営
農
灯
油
、免
税

軽
油
に
対
し
て
１
・５
％
を
配
当
予
定
。

出
資
配
当
に
つ
い
て
は
積
み
立
て
る
年

で
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
に
１
・０
％

を
維
持
す
る
。
地
震
被
害
等
に
よ
り
過

去
10
年
で
19
億
円
を
支
出
し
て
お
り
、今

後
10
年
間
で
も
8
～
10
億
円
を
支
出
す

る
見
込
で
あ
る
。
一
方
、施
設
整
備
積
立

　

今
年
の
鵡
川
農
協
の
取
り
扱
い

販
売
高
は
過
去
最
高
と
伺
っ
て
い

る
が
、配
当
に
つ
い
て
は
。
業
績
が

伸
び
た
時
に
還
元
し
て
貰
え
る
と
、

増
口
に
も
協
力
し
や
す
く
な
る
の

で
教
え
て
頂
き
た
い
。

配
当
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い

●
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

・
産
地
形
成
、
有
利
販
売
、
ブ
ラ
ン
ド
構

築
力
が
組
織
の
大
型
化
に
よ
り
強
化
さ

れ
販
売
代
金
の
増
加
が
見
込
め
る
。
但

し
、地
域
ご
と
に
品
質
差
や
既
存
ブ
ラ
ン

ド
と
の
調
整
も
あ
る
為
、集
約
が
難
し
い
。

・
売
買
単
位
が
大
き
く
な
る
た
め
、購
買

品
の
調
達
力
、
供
給
力
が
強
化
さ
れ
る
。

但
し
、
動
か
す
単
位
が
大
き
く
な
る
分
、

き
め
細
や
か
な
対
応
は
難
し
く
な
る
。

・
生
産
施
設
の
相
互
利
用
、
拡
充
、
整
備

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
強
化
。
但
し
、老
朽
化

等
に
よ
る
再
整
備
や
廃
止
施
設
も
増
加

す
る
た
め
、
管
理
コ
ス
ト
も
増
大
す
る
。

・
組
合
員
組
織
が
再
編
、統
合
さ
れ
経
済

移
動
の
活
性
化
が
見
込
め
る
。
但
し
、地

域
を
ま
た
い
で
大
型
化
す
る
為
、組
合
員

と
農
協
間
の
関
係
は
希
薄
に
な
る
。

・
管
理
部
門
、
各
事
業
部
門
の
効
率
化
、

合
理
化
に
よ
る
管
理
経
費
削
減
。

・
効
率
的
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

と
専
門
職
育
成
。

●
単
協
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

・
組
織
が
小
さ
い
分
地
域
内
で
の
連
携
が

取
り
や
す
く
、小
ロ
ッ
ト
で
は
あ
る
も
の

の
、他
条
件
で
有
利
販
売
を
実
現
で
き
る

こ
と
が
あ
る
。
購
買
品
の
取
り
纏
め
に

つ
い
て
も
集
約
の
し
や
す
さ
等
で
合
併

農
協
よ
り
優
位
に
立
て
る
こ
と
も
あ
る
。

・
意
思
決
定
が
早
い
反
面
、合
併
農
協
よ

り
経
営
基
盤
が
弱
い
た
め
、大
規
模
な
投

資
に
は
制
限
が
か
か
る
。

・
職
員
の
効
率
的
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
専

門
職
化
、
専
門
部
署
の
設
置
が
難
し
い
。

・
法
律
の
改
正
や
シ
ス
テ
ム
構
築
、事
務

改
正
、
不
祥
事
防
止
等
の
要
綱
は
合
併

農
協
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
た
め
、単
協
で
は
対
応
負
担
が

大
き
く
な
り
が
ち
。
マ
ネ
ロ
ン
対
策
や

内
部
統
制
は
、
専
門
部
署
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

農
協
と
し
て
単
協
で
運
営
し
て
い

く
こ
と
と
、
合
併
す
る
こ
と
に
対
し

て
の
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

農
協
運
営
に
係
る
今
後
の

展
望
に
つ
い
て

青
年
部
と
懇
談
す
る
理
事
の
皆
さ
ん

Ｊ
Ａ
青
年
部  

Ｊ
Ａ
役
員
と
懇
談
会

  
農
業
の
現
状
と
展
望
を
協
議

　

免
許
に
関
し
て
は
希
望
者
を
取
り
ま

と
め
て
、
日
程
や
講
習
場
所
の
交
渉
な

ど
、メ
ー
カ
ー
を
限
定
し
な
け
れ
ば
支
援

は
可
能
。
個
人
所
有
の
ド
ロ
ー
ン
に
対

し
て
の
免
許
助
成
に
関
し
て
は
公
平
性

が
な
く
難
し
い
。
ま
た
、作
業
委
託
の
た

め
の
免
許
助
成
に
つ
い
て
は
、利
用
し
て

い
な
い
生
産
者
に
も
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
地
域
全
体
の
防
除
体
制
の
仕
組

み
が
必
要
。

　

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
、
施
肥
や

各
種
防
除
等
用
途
が
多
く
、
作
業

の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
機
材
だ
。

農
協
の
協
力
の
も
と
免
許
取
得
講

習
の
取
り
ま
と
め
や
補
助
金
を
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

営
農
に
係
る
今
後
の

展
望
等
に
つ
い
て

Q

A Q
金
は
現
在
3
億
2
０
０
０
万
円
で
あ
り
、

今
後
安
心
し
て
事
業
継
承
を
行
う
た
め

に
10
億
円
程
度
の
積
立
金
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

A Q

QA

AQA
挨拶する長門組合長
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9
月

日

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
春
レ
タ
ス
の
収

穫
が
３
月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
今

年
は
暖
冬
で
例
年
よ
り
１
週
間
以

上
早
い
収
穫
と
な
り
25
日
現
在
、

日
量
１
８
０
０
箱
を
道
内
各
市
場

に
出
荷
し
て
い
る
。

　

生
田
地
区
の
関
浩
一
さ
ん
は
新

規
就
農
し
て
13
回
目
の
レ
タ
ス
の

収
穫
を
迎
え
た
。
３
月
16
日
か
ら

収
穫
を
は
じ
め
、
毎
日
50
箱
を
Ｊ

Ａ
に
出
荷
し
て
い
る
。
早
朝
４
時

か
ら
奥
さ
ん
の
真
紀
さ
ん
と
パ
ー

ト
の
３
名
で
収
穫
や
箱
詰
め

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
浩
一

さ
ん
は
「
今
、
収
穫
し
て
い

る
レ
タ
ス
は
『
春
Ｐ
』
と
い

う
品
種
で
１
月
上
旬
に
定
植

し
た
。
栽
培
期
間
中
寒
暖
の

差
が
大
き
か
っ
た
の
で
温
度

管
理
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど

雪
が
少
な
く
暖
冬
で
、
春
一

番
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
」
と
話
し
た
。

　

関
さ
ん
で
は
ハ
ウ
ス
８
棟

（
１
０
０
０
坪
）に
レ
タ
ス
を
栽
培

し
、
収
穫
時
期
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
と
昨
年
の
12
月
か
ら
５
回
に

分
け
て
定
植
し
た
。
収
穫
は
５
月

上
旬
ま
で
日
量
50
箱
を
出
荷
す
る

予
定
だ
。

　

浩
一
さ
ん
は
「
３
ヶ
月
以
上
無

加
温
で
栽
培
す
る
の
で
、レ
タ
ス
は

寒
さ
が
厳
し
い
と
、凍
れ
か
ら
実
を

守
る
た
め
に
糖
度
を
上
げ
、一
段
と

甘
く
て
美
味
し
く
な
る
」と
話
し
た
。

　

真
紀
さ
ん
は
「
旬
の
む
か
わ
春

レ
タ
ス
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

い
た
い
。
上
葉
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

な
ど
に
、中
は
サ
ラ
ダ
な
ど
で
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
感
と
お
い
し
さ
を
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

４
月
に
な
る
と
65
戸
の
生
産
者

が
収
穫
し
、日
量
３
０
０
０
箱
を
全

道
各
地
に
出
荷
し
、
鵡
川
春
レ
タ

ス
の
季
節
を
迎
え
る
。
Ｊ
Ａ
む
か

わ
の
レ
タ
ス
は
15
年
の
歳
月
を
か

け
、
道
産
レ
タ
ス
の
栽
培
技
術
を

確
立
し
、春
レ
タ
ス
産
地
と
な
っ
た
。

　

平
成
19
年
度
に
は
ホ
ク
レ
ン
夢

大
賞
「
優
秀
賞
」を
受
賞
し
、鵡
川

春
一
番
の
自
信
作
と
な
っ
た
。

む
か
わ
春
レ
タ
ス
収
穫
始
ま
る

   
厳
冬
に
蓄
え
た
旨
さ
全
道
に

関さん夫妻のむかわ春レタスできました

出荷は1玉５５０㌘以上、１箱１２玉
入り７㌔を基準（Ａ品１２玉）下限６．
５㌕が絶対条件としている。箱に入
れる玉数は１０玉、１２玉、１４玉と
コンテナ１８玉のＡ品４規格。

むかわ春レタスの出荷

むかわ春レタスを収穫する関夫妻

　
鵡
川
蔬
菜
園
芸
振
興
会
ジ
ャ
ガ
イ
モ

部
会（
18
名
）は
３
月
18
日
、Ｊ
Ａ
の
集

出
荷
場
前
で
種
芋
の
消
毒
作
業
を
行

っ
た
。

　

早
朝
か
ら
消
毒
に
備
え
、
段
ボ
ー
ル

箱（
10
㎏
）の
種
芋
を
部
会
員
と
営
農
部

職
員
が
協
力
し
て
コ
ン
テ
ナ
（
１
コ
ン

テ
ナ
20
㌔
）に
移
し
替
え
た
。
Ｊ
Ａ
職

員
が
コ
ン
ベ
ア
に
種
芋
入
り
コ
ン
テ
ナ

を
載
せ
、
消
毒
機
の
水
溶
液
に
４
～
５

秒
間
く
ぐ
ら
せ
た
後
、
流
れ
て
く
る
種

芋
を
部
会
員
ら
が
協
力
し
て
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
に
積
み
込
む
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
部
会
で
は
栽
培
に
使
用

す
る
種
イ
モ
は
全
て
消
毒
す
る
こ
と
を

決
め
、
春
一
番
の
恒
例
作
業
と
な
っ
て

い
る
。

　

消
毒
は
、
そ
う
か
病
な
ど
の
殺
菌
が

主
な
る
目
的
で
メ
ー
ク
イ
ン
を
中
心
に

コ
ン
テ
ナ
８
０
６
個
を
処
理
し
た
。
持

ち
帰
っ
て
か
ら
部
会
員
は
コ
ン
テ
ナ
の

種
イ
モ
を
半
分
に
分
け
、
ハ
ウ
ス
の
中

で
浴
光
育
芽
を
行
う
。
毎
日
温
度
管
理

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
発
芽
を
均
等

に
す
る
。
約
１
ヶ
月
間
芽
が
伸
び
過
ぎ

な
い
よ
う
に
留
意
し
、
健
常
な
芽
が
育

つ
よ
う
に
日
々
管
理
し
、
最
善
の
発
芽

管
理
を
し
て
４
月
中
旬
頃
に
ほ
場
に
定

植
す
る
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
部
会
で
は
生
育
を
早
め

る
た
め
に
、
生
産
者
の
３
割
が
被
覆
資

材
や
発
根
栽
培
等
を
行
い
、７
月
下
旬

か
ら
の
収
穫
、
共
同
選
果
に
よ
る
出
荷

体
制
を
取
っ
て
い
る
。
部
会
で
は
高
品

質
と
食
味
に
こ
だ
わ
り
輪
作
体
型
や
肥

培
管
理
な
ど
を
徹
底
し
、
早
掘
り
産
地

と
し
て
最
善
を
尽
く
す
。

　

今
年
の
作
付
面
積
は
68
㌶
で
販
売

額
２
億
６
千
万
円
を
目
標
に
し
て
い
る
。

3

18
月

日

消
毒
済
み
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

種
芋
の
消
毒
を
す
る
生
産
者

 ジャガイモ部会

　種芋消毒  春始まる

　種イモ栽培に用いる種イモは全てを消毒する。消毒は出来るだけ未

萌芽の種イモに行なう。しかし、発芽促進を行った後の消毒も畑での

茎数に影響は見られないので、以下の浴光育芽の前に行っても良い。ま

た、秋消毒で済ませる方法も良い。主要対象病害は、黒あざ病、黒あし

病、そうか病であるが、同薬剤でその他いくつかの菌類病、細菌病にも

効果がある。目に見える病害は選別で除かれているので、目で見えな

いような小さな病斑等に対して薬剤による消毒を行なう。

《浸漬法》

　黒あし病、そうか病、黒あざ病の３病害に対しては、アタッキン水和

剤（商品名）の40～60倍液の瞬間浸漬がある。本剤はもっとも一般的に

使用される。

　黒あざ病、そうか病の２病害に対しては、ノットバン水和剤５０倍の

瞬間浸漬がある。

　黒あし病、そうか病の２病害に対しては、アグリマイシン水和剤４０

～１００倍液の瞬間浸漬がある。

　黒あざ病に対しては、バリダシン液剤、１００倍液、バシタック水和

剤７５、６０～１００倍液５～１０秒、モンカット水和剤５０、１００～

２００倍液、モンセレン水和剤、５０～１００倍液の浸漬法がある。

そうか病に対しては、銅ストマイ水和剤１００倍液、瞬間浸漬、アグレ

プト水和剤６０～１００倍液、瞬間浸漬がある。

種イモの消毒



1617

ＪAむかわ (2026 年5月号)ＪAむかわ (2026 年5月号)

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
和
牛
婦
人
部
は
３

月
13
日
、む
か
わ
町
農
業
セ
ン
タ
ー

で
も
く
し（
頭
絡
・
と
う
ら
く
）作

り
を
行
い
、12
名
が
参
加
し
た
。

　
も
く
し
は
、馬
や
牛
な
ど
の
頭
部

に
取
り
付
け
る
馬
具
ま
た
は
畜
産

用
具
の
一
種
で
、肉
牛
を
扱
う
上
で

欠
か
せ
な
い
も
の
。
も
く
し
は
、親

牛
用
、
育
成
用
、
子
牛
用
の
３
種
類

あ
る
。

　

こ
の
日
は
午
前
９
時
か
ら
始
め
、

育
成
用
１
８
３
本
を
製
作
し
た
。
作

業
が
す
ぐ
で
き
る
よ
う
に
と
農
畜
産

課
の
斉
藤
圭
主
任
は
事
前
に
５
メ

ー
ト
ル
の
長
さ
に
切
り
揃
え
、部
員

は
早
々
に
編
み
込
み
作
業
を
始
め

た
。
熟
練
者
だ
と
、10
分
か
ら
15
分

で
、１
本
を
編
み
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
も
く
し
作
り
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
編
み
方
が
三
つ
編
み
で
、さ

ら
に
「
さ
つ
ま
結
び
」や
「
巻
き
結

び
」な
ど
が
あ
り
、先
輩
か
ら
後
輩

へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

　
（
有
）
鎌
田
フ
ァ
ー
ム
の
鎌
田
晴

香
さ
ん
は
「
長
年
作
っ
て
い
て
も
最

初
忘
れ
、ベ
テ
ラ
ン
の
人
に
聞
い
て

思
い
出
し
ま
し
た
。
自
分
で
作
る
こ

と
が
で
き
て
も
教
え
る
の
は
難
し

い
。
け
れ
ど
み
ん
な
で
作
る
も
く
し

作
り
は
楽
し
い
」と
話
し
た
。
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、部

員
ら
は
手
を
動
か
し
な
が
ら
会
話

を
弾
ま
せ
た
。

　

完
成
品
は
Ｊ
Ａ
む
か
わ
生
産
資

材
課
が
購
入
し
、婦
人
部
の
収
入
源

と
な
り
、活
動
費
の
一
部
を
支
え
て

い
る
。
和
牛
婦
人
部
の
も
く
し
作
り

は
10
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、当
初

は
鎌
田
節
子
さ
ん
が
知
人
か
ら
教

わ
り
、何
度
も
練
習
を
重
ね
て
部
員

に
伝
え
た
。
そ
の
後
も
先
輩
た
ち
が

新
部
員
に
教
え
、伝
統
の
技
を
引
き

継
い
で
き
た
。
和
牛
婦
人
部
の
大
半

は
、仔
牛
を
10
ヶ
月
程
度
育
て
て
販

売
す
る
育
成
農
家
。

　
伊
藤
幸
枝
部
長
は「
い
ろ
ん
な
話

題
で
盛
り
上
が
り
、目
標
本
数
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
た
。

3

13
月

日

和
牛
婦
人
部
も
く
し
作
り

    

伝
統
の
技
つ
な
げ

笑
顔
弾
け
る
も
く
し
作
り

みんなでもくしを作る（左が鎌田さん）

3

9
月

日

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
蔬
菜
園
芸
振

興
会
キ
ャ
ベ
ツ
部
会（
部
会

員
15
）は
３
月
９
日
、豊
城
地

区
の
共
同
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

１
回
目
の
播
種
を
行
っ
た
。

部
会
員
５
名
は
各
部
所
で
作

業
を
行
っ
た
。

　

最
初
育
苗
ト
レ
ー
を
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
る
と
自

動
的
に
土
が
入
り
、
播
種
後

鎮
圧
さ
れ
、
水
を
か
け
て
一

連
の
自
動
作
業
は
終
了
す

る
。
こ
の
日
播
種
し
た
ト
レ

ー
は
１
３
５
枚（
１
枚
は

１
２
８
穴
）。

　

播
種
し
た
ト
レ
ー
は
部
会

員
が
持
ち
帰
り
、
約
１
ヶ
月

間
、
細
心
の
注
意
を
払
い
散

水
や
温
度
な
ど
の
育
苗
管
理

を
す
る
。
育
苗
は
定
植
後
、

品
質
や
食
味
、収
量
に
大
き
く
影
響
す

る
の
で
部
会
員
は
毎
回
気
を
配
っ
て
い

る
。

　

こ
の
日
播
種
し
た
早
生
品
種

「
６
６
２
」は
４
月
15
日
ほ
場
に
定
植
し
、

６
月
17
日
に
収
穫
予
定
。
キ
ャ
ベ
ツ
部

会
は
年
間
22
回
に
分
け
て
播
種
し
、最

終
収
穫
開
始
日
の
10
月
18
日
を
目
標
に
、
安

定
供
給
に
努
め
る
。

　

今
年
度
の
作
付
面
積
は
40
㌶
で
販
売
目

標
額
は
１
億
８
０
０
０
万
円
。
近
藤
慎
二
部

会
長
は
「
昨
年
は
気
候
の
変
動
に
よ
り
病
害

虫
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
今
年
度
も
栽
培
講

習
会
を
開
き
、
早
期
対
策
と
栽
培
管
理
に
万

全
を
期
し
、
安
定
供
給
に
努
め
た
い
。
災
害

も
な
く
天
候
に
恵
ま
れ
、
11
月
ま
で
安
全
安

心
の
美
味
し
い
キ
ャ
ベ
ツ
を
消
費
者
に
届
け

て
バ
ト
ン
を
次
の
産
地
に
渡
し
た
い
」
と
力

を
込
め
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
播
種
パ
レ
ッ
ト
を
積
み
込
む

播
種
し
た
パ
レ
ッ
ト
を
確
認

　キャベツ部会春一番
　22回播種で安定供給
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Ｊ
Ａ
む
か
わ
は
３
月
19
日
、
資
材
・
農
機

セ
ン
タ
ー
主
催
、
ホ
ク
レ
ン
苫
小
牧
支
所
が

共
催
。
23
社
の
協
賛
メ
ー
カ
ー
が
出
展
し

「
２
０
２
６
春
農
業
機
械
大
展
示
即
売
会
と

農
業
資
材
・
自
動
車
展
示
即
売
会
」
を
同
施

設
構
内
で
開
い
た
。

　

展
示
会
に
は
１
６
０
名
の
組
合
員
は
じ
め

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
記
念
品
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
。
来
場
者
は
同
施
設
の
中
古
農

機
展
示
場
の
「
ア
ル
ー
ダ
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ア

ー
」
に
も
足
を
運
び
、
勢
揃
い
し
た
新
農
業

機
械
や
中
古
農
機
具
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。

ま
た
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
協
賛
の
新
車
や
中
古
車

展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
購
入
者
に
は

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
最
優
遇
金

利
を
実
施
し
た
。
償
還
期
間
７
年
以
内（
正

組
合
員
）な
ら
１
・５
％
な
ど
、そ
の
他
の
ロ

ー
ン
相
談
に
も
対
応
し
た
。

　

農
業
資
材
で
は
、
ハ
ウ
ス
資
材
や
か
ん
水
、

温
度
、
土
壌
水
分
量
、
日
射
量
を
遠
隔
で
自

動
で
農
場
を
制
御
・
監
視
す
る
、
ス
マ
ホ
で

簡
単
管
理
操
作
器
な
ど
を
展
示
し
た
。

　

給
油
所
関
連
で
は
、夏
タ
イ
ヤ
お
買
得
直

前
ご
奉
仕
セ
ー
ル
も
好
評
だ
っ
た
。
多
く
の

来
場
者
が
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
商
品
を
確
認

し
、
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
と
相
談
。
十
分
な

対
話
を
し
て
か
ら
の
購
入
者
も
多
く
、
春
一

番
の
大
展
示
即
売
会
は
大
盛
会
だ
っ
た
。
尚
、

出
品
機
械
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト「
ア
ル
ー
ダ
」

で
検
索
す
る
と
、農
機
具
の
販
売
状
況
を
確

認
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ＪAむかわ (2026 年5月号)ＪAむかわ (2026 年5月号)

3

19
月

日

4

8
月

日

農機具・資材・車  勢揃い
春の大展示即売会

説
明
を
受
け
る
来
場
者

雪降る中での展示会

３
ヶ
月
間
育
て
た
レ
タ
ス
を
収
穫
す
る

商品の説明を聞く

　

夫
の
浩
一
さ
ん
と
私
は
浜
頓
別
の
中
学

と
高
校
で
同
級
生
で
し
た
。
20
歳
で
結
婚

し
３
人
の
子
供
を
社
会
に
送
り
出
し
、浩
一

さ
ん
が
農
業
に
興
味
を
持
ち
、農
業
人
フ
ェ

ア
で
む
か
わ
町
を
紹
介
し
て
頂
き
私
は
夫

の
農
業
に
対
す
る
覚
悟
を
聞
き
、賛
同
し
ま

し
た
。
私
も
農
業
は
全
く
未
経
験
で
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
研
修
を
積
ん
で

２
０
１
３
（
平
成
24
）
年
、
家
族
３
人
で
就

農
し
ま
し
た
。
レ
タ
ス
と
ト
マ
ト
を
栽
培

し
、失
敗
を
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
前
進
し
て

創
意
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
夫
と
13

年
間
苦
楽
を
共
に
、
何
と
か
農
業
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
毎
年
変

化
す
る
気
象
や
災
害
に
も
遭
い
ま
し
た
が
、

手
を
か
け
愛
情
を
込
め
る
と
作
物
は
応
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
は
大
変
で
悔
し
い
思
い
を
す

る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
来
年
こ
そ
は
課

題
を
乗
り
越
え
る
と
の
目
標
で
新
た
な
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

夫
は
部
会
や
自
治
会
に
、
私
は
Ｊ
Ａ
む

か
わ
女
性
部
に
加
入
し
、
地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
、震
度
６
強
の
胆
振
東
部
地

震
が
襲
い
、む
か
わ
町
は
大
打
撃
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
年
、む
か
わ
町
の
姉
妹
都
市
砺

波
か
ら
Ｊ
Ａ
む
か
わ
女
性
部
に
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
球
根
が
届
き
、温
か
く
優
し
い
心
遣

い
が
本
当
に
嬉
し
く
、翌
年
赤
や
黄
色
の
花

が
咲
き
ま
し
た
。
毎
年
、沿
道
を
彩
る
花
は

町
民
を
癒
や
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
春
の
訪
れ

と
共
に
閉
ざ
し
た
心
を
明
る
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

私
は
２
０
２
５
年
部
長
に
な
り
、
先
輩

た
ち
が
培
っ
て
き
た
サ
ー
ク
ル
活
動
や
手

作
り
豆
腐
教
室
、
漬
物
、
料
理
教
室
な
ど

を
ワ
ー
ク
シ
ッ
プ
で
行
い
、農
業
者
以
外

の
方
も
少
し
ず
つ
で
す
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
０
年
道
外
研
修
で
Ｊ
Ａ
い
し
の

ま
き
女
性
部
と
交
流
し
、
昨
年
８
月
来
町

し
て
、懐
か
し
さ
と
新
た
な
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
今
年
は
北
陸
方
面
へ
の

道
外
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
女

性
部
の
つ
な
が
り
と
絆
が
心
の
支
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の

対
話
や
交
流
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、人
と
地
域
が
輝
く
活
動
を
続
け
、女
性

部
を
憩
い
の
場
所
に
し
た
い
で
す
。

※
こ
の
記
事
は
４
月
８
日
全
国
版
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た

Ｊ
Ａ
む
か
わ
関
真
紀
女
性
部
長

新
規
就
農
か
ら
震
災
、コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え  

人
と
地
域
が
輝
く
女
性
部
に

関
真
紀
女
性
部
長

　

モ
ッ
ト
ー
は

　
「
人
と
地
域
が
輝
く
女
性
部
に
」

・
女
性
部
で
は

　
２
０
１
８
年
監
事

   

２
０
１
９
年
か
ら
理
事

   

２
０
２
１
年
か
ら
副
部
長

・
農
業
経
営
規
模
は
ハ
ウ
ス
８
棟

　
（
１
０
０
０
坪
）に
レ
タ
ス
と
ト
マ

    

ト
を
栽
培

・「
大
き
な
挑
戦
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

   

が
、
絆
や
交
流
を
大
切
に
地
道
な

    

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
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2

16
月

日

　

蔬
菜
園
芸
振
興
会
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
部
会（
18
名
）は
２
月
16
日
、
む

か
わ
町
農
業
セ
ン
タ
ー
で
通
常
総

会
を
開
き
15
名
が
出
席
し
た
。

　

須
藤
正
人
部
会
長
は
「
昨
年
も

厳
し
い
栽
培
環
境
だ
っ
た
が
、
皆

さ
ん
の
努
力
で
目
標
を
大
幅
に
超

え
る
14
億
円

を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今

後
も
課
題
解
決
と
品
質
向
上
で
圧

倒
的
産
地
と
し
て
さ
ら
な
る
目
標

の
20
億
円
を
目
指
し
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
販
売
実
績
を

片
山
和
祐
蔬
菜
園
芸
係
長
が
報

告
し
た
。
面
積
５
８
２
㌶
、
出
荷

数
量
１
５
６
５
万
株
、
販
売
額
は

14
億
４
８
４
２
万
円（
粗
原
）。
令

和
７
年
度
の
事
業
で
は
販
売
推
進

や
全
体
会
議
、島
根
、鳥
取
の
研
修

旅
行
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

さ
ら
に
一
般
会
計
収
支
決
算
報
告

と
特
別
会
計
収
支
決
算
報
告
を
行

っ
た
。

　

令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）は

販
売
推
進
や
ほ
場
巡
回
、
全
体
会

議
、反
省
会
を
実
施
し
、作
付
面
積

６
０
０
㌶
、反
収
株
数
２
８
０
０
と

し
販
売
額
15
億
６
０
０
０
万
円
の

達
成
を
計
る
。
総
会
で
は
今
後
共

同
選
果
場
の
創
設
で
む
か
わ
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
計
る

こ
と
の
質
問
に
対
し
、
場
所
や
金

銭
面
で
困
難
な
た
め
考
え
て
い
な

い
と
解
答
し
た
。

　

総
会
提
案
の
４
号
議
案
は
全
て

可
決
決
定
し
た
。

挨
拶
す
る
須
藤
部
会
長

参
加
者
み
ん
な
で
集
合
撮
影

総
会
で
真
剣
に
協
議
す
る
部
会
員

挨拶する中井会長

3

23
月

日

3

10
月

日

　

鵡
川
農
協
年
金
友
の
会（
会
員

１
８
０
名
）は
３
月
23
日
、支
部
長

会
議
兼
総
代
会
を
Ｊ
Ａ
む
か
わ

本
部
事
務
所
で
行
い
、22
名
が
出

席
し
た
。

　

中
井
弘
会
長
は「
年
金
友
の
会

の
行
事
に
参
加
し
て
頂
き
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在

世
界
中
で
紛
争
や
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、年
金
友
の
会
は

健
康
で
人
生
を
楽
し
み
明
る
い

地
域
社
会
づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
の
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長
門
宏

市
組
合
長
は
「
昨
年
度
は
大

き
な
災
害
も
な
く
天
候
に
も

恵
ま
れ
て
農
畜
産
物
の
販
売

高
は
過
去
最
高
の
70
億
円
を

超
え
、Ｊ
Ａ
の
決
算
も
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
よ
り

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

会
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

支
部
長
兼
総
代
会
で
は

「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
並

び
に
決
算
報
告
」「
令
和
８
年
度

事
業
計
画（
案
）
並
び
に
収
支
予

算（
案
）」を
梅
津
薫
信
用
課
長
が

報
告
し
た
。
令
和
８
年
度
事
業
の

研
修
旅
行
や
温
泉
湯
治
、パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
に
つ
い
て
「
年

金
友
の
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

積
極
参
加
と
情
報
の
共
有
を
図

っ
て
い
く
。
提
案
し
た
４
議
案
は

全
て
可
決
決
定
し
た
。
尚
、役
員

改
選
で
は
選
考
委
員
会
を
選
出

し
、
左
記
役
員
を
決
め
た
。

　

会
長
：
中
井
弘
、
副
会
長
：

服
部
良
一
、
高
田
清
治（
新
）、

年
金
友
の
会
総
代
会

　

健
康
で
イ
キ
イ
キ
活
動

新 入 職員紹 介 ４月１日付けで2名の職員が採用になりましたので紹介します。

よろしくお願いします！

 丹羽 諒雅さん（20 歳）

所属：農業振興部

出身校　大原簿記情報専門学校札幌校
出身地　むかわ町 
尊敬する人　母
特技（趣味）　ゲーム（ドラゴンクエストなど）
抱負　いち早く戦力となれるように努力してま
いります。

 丸木 真吾さん（30 歳）

所属：金融部　信用課

出身校　北星学園大学 　       
出身地　札幌市     
尊敬する人　父
特技（趣味）　サッカー　　　　
抱負　迷惑をおかけすることがあると思います 
が、少しでも皆さんのお力になれるよう日々 精進
してまいります。

ブロッコリー部会通常総会
３年後の目標は20億円

監
事
：
松
並
之
雄（
新
）、
須
藤

千
恵
子（
新
）

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
年
金
友
の
会（
会

員
１
８
０
名
）は
３
月
10
日
か
ら

２
泊
３
日
の
温
泉
湯
治
を
登
別

温
泉
石
水
亭
で
行
い
、20
名
と
役

職
員
４
名
が
参
加
し
た
。
初
日
の

10
日
は
参
加
者
が
一
同
に
介
し

宴
会
を
行
っ
た
。

　

中
井
弘
会
長
は
「
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
１
月
か
ら
３

月
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
諸

事
情
で
参
加
者
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
温
泉
で
心
と

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し

た
。
来
賓
の
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長

門
宏
市
組
合
長
は
「
貯
金
高

も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
増
え
、

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
健
康
に
気
を
つ
け
友
の

会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

お
祝
い
の
節
目
を
迎
え
た

傘
寿
３
名
と
喜
寿
１
名
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

宴
会
は
懐
石
料
理
を
堪
能
し
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
で
楽

し
ん
だ
。
翌
11
日
は
全
員
で
ス
ロ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
一
挙
手
一

投
に
歓
声
と
笑
い
声
が
会
場
に

あ
ふ
れ
た
。
高
得
点
者
か
ら
景
品

を
選
び
全
員
が
景
品
を
手
に
し

た
。
金
融
部
の
貞
廣
幸
治
次
長

と
信
用
課
梅
津
薫
課
長
、
石
川

俊
職
員
ら
が
気
配
り
を
し
、参
加

者
は
湯
治
を
満
喫
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
「
大
変
楽
し
か
っ

た
」
と
言
い
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

元
気
に
温
泉
湯
治
・

笑
顔
で
満
喫
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【
Ｊ
Ａ
青
年
部
】（
36
名
）

部
長
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
雄
一

副
部
長
　
　
　
　
　
長
谷
川
翔
一

常
任
理
事
　
　
　
　
伊
藤
　
竜
一

川
西
支
部
長
理
事
　
中
田
　
賢
大

川
東
支
部
長
理
事
　
林
　
　
彰
朗

監
査
委
員
　
　
　
　
佐
々
木
義
隆

監
査
委
員
　
　
　
　
小
笠
原
翔
吾

　
　
　
　

【
Ｊ
Ａ
女
性
部
】（
34
名
）

部
長
　
　
　
　
関
　
　
真
紀

副
部
長
　
　
　
奥
野
恵
美
子

副
部
長
　
　
　
椿
　
　
文
子

理
事
　
　
　
　
古
根
川
隆
子

理
事
　
　
　
　
高
玉
千
代
子

理
事
　
　
　
　
加
藤
　
洋
子

監
事
　
　
　
　
中
奥
　
惠
子

監
事
　
　
　
　
田
中
　
幸
美

Ｊ
Ａ
日
胆
地
区
女
性
協
議
会

　
　
　
　
　
　
古
根
川
隆
子

【
Ｊ
Ａ
む
か
わ
労
働
力
確
保
協
議

会
】（
46
名
）

会
長
　
　
　
　
源
津
　
　
力

副
会
長
兼
会
計
　
亀
尾
　
佳
数

副
会
長
　
　
　
近
藤
　
慎
二

監
事
　
　
　
　
須
藤
　
正
人

監
事
　
　
　
　
内
海
　
久
俊

【
胆
振
東
部
軽
種
馬
振
興
会
】（
18
名
）

会
長
　
　
　
　
桑
原
　
康
裕 

副
会
長
　
　
　
廣
友
　
伸
明 

　
　
　（
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
㈱
）

理
事
　
　
　
　
平
岡
　
茂
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
岡
牧
場
）

理
事
　
　
　
　
宇
南
山
信
隆

監
事
　
　
　
　
清
水
　
　
斉

胆
振
軽
種
馬
農
協 

理
事
　
　
　
　
上
水
　
　
明

監
事
　
　
　
　
新
井
　
　
誠

蔬
菜
園
芸
振
興
会
役
員

【
鵡
川
蔬
菜
園
芸
振
興
会
】（
126
名
）

会
長
　
　
　
　
平
島
　
道
弘

副
会
長
　
　
　
清
水
　
修
一

副
会
長
　
　
　
前
田
　
拓
郎

監
事
　
　
　
　
田
畑
　
松
夫

監
事
　
　
　
　
丸
山
　
幸
治

【
ほ
う
れ
ん
草
部
会
】（
43
名
）

部
会
長
　
　
　
田
畑
　
松
夫

副
部
会
長
　
　
坂
田
　
浩
一

副
部
会
長
　
　
今
村
　
慎
治

会
計
　
　
　
　
須
藤
　
正
人

監
事
　
　
　
　
前
田
　
　
博

監
事
　
　
　
　
中
川
恵
理
子

【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
部
会
】（
18
名
）

部
会
長
　
　
　
高
田
　
慎
一

副
部
会
長
　
　
岩
間
　
悠
人

会
計
　
　
　
　
斉
藤
　
哲
成

監
事
　
　
　
　
高
橋
　
一
樹

監
事
　
　
　
　
佐
藤
　
啓
太

【
レ
タ
ス
部
会
】（
60
名
）

部
会
長
　
　
　
丸
山
　
幸
治

副
部
会
長
　
　
宮
川
正
太
郎

副
部
会
長
　
　
今
村
　
慎
治

役
員
兼
会
計
　
大
竹
　
啓
介

監
事
　
　
　
　
長
谷
川
博
章

監
事
　
　
　
　
竹
之
内
智
行

【
露
地
レ
タ
ス
部
会
】（
2
名
）

部
会
長
　
　
　
山
谷
　
雅
彦

副
部
会
長
　
　
源
津
　
　
力

【
カ
ボ
チ
ャ
部
会
】（
40
名
）

部
会
長
　
　
　
森
　
　
和
也

副
部
会
長
兼
会
計

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
啓
介

監
事
　
　
　
　
毛
利
　
　
武

監
事
　
　
　
　
須
藤
　
正
人

【
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
】（
15
名
）

部
会
長
　
　
　
近
藤
　
慎
二

副
部
会
長
兼
会
計
　
佐
々
木
義
隆

監
事
　
　
　
　
高
玉
　
潔

監
事
　
　
　
　
新
沼
　
将
司

【
ニ
ラ
部
会
】（
14
名
）

部
会
長
　
　
　
小
笠
原
大
揮

副
部
会
長
兼
会
計
　
新
沼
　
将
司

監
事
　
　
　
　
金
谷
　
昭
史

監
事
　
　
　
　
坂
田
　
浩
一

令
和
８
年
度
団
体
等
役
員

【
鵡
川
米
麦
生
産
販
売
協
議
会
】（
118
名
）

会
長
　
　
　
　
森
　
　
和
也

副
委
員
長
兼
会
計
　
前
田
　
拓
郎

副
会
長
　
　
　
田
畑
　
松
夫

監
事
　
　
　
　
毛
利
　
　
武

監
事
　
　
　
　
清
水
　
修
一

【
ス
ズ
マ
ル
生
産
組
合
】（
37
名
）

組
合
長
　
　
　
山
下
　
裕
太

副
組
合
長
　
　
山
谷
　
雅
彦

会
計
　
　
　
　
近
藤
　
慎
二

監
事
　
　
　
　
毛
利
　
　
武

監
事
　
　
　
　
田
畑
　
松
夫

【
鵡
川
甜
菜
振
興
会
】（
12
名
）

会
長
　
　
　
　
長
門
　
達
也

副
会
長
兼
会
計
　
桒
原
　
真
宜

監
事
　
　
　
　
土
田
　
泰
弘

監
事
　
　
　
　
立
石
　
明
宏

【
ト
マ
ト
部
会
】（
51
名
）

部
会
長
　
　
　
前
田
　
拓
郎

副
部
会
長
　
　
奥
村
　
伸
也

副
部
会
長
　
　
馬
場
　
信
也

会
計
　
　
　
　
梶
原
　
幸
和

監
事
　
　
　
　
高
柳
　
　
壮

監
事
　
　
　
　
佐
藤
　
啓
太

【
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
】（
17
名
）

部
会
長
　
　
　
須
藤
　
正
人

副
部
会
長
　
　
源
津
　
　
力

副
部
会
長
兼
会
計
　
小
笠
原
翔
吾

監
事
　
　
　
　
高
田
　
慎
一

監
事
　
　
　
　
西
　
　
智
一

花
き
生
産
組
合
役
員 

【
鵡
川
花
き
生
産
組
合
】（
12
名
）

組
合
長
　
　
　
清
野
　
雅
之

副
組
合
長
　
　
百
目
木
秀
信

書
記
会
計
　
　
松
並
　
恵
一

監
事
　
　
　
　
亀
尾
　
佳
数

監
事
　
　
　
　
内
海
　
宏
昭

【
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
部
会
】（
3
名
）

部
会
長
　
　
　
内
海
　
宏
昭

副
部
会
長
　
　
百
目
木
秀
信

書
記
会
計
　
　
百
目
木
秀
信

監
事
　
　
　
　
神
田
　
忠
信

【
ス
タ
ー
チ
ス
・
リ
シ
ア
ン
サ
ス
部
会
】

（
11
名
）

部
会
長
　
　
　
亀
尾
　
佳
数

副
部
会
長
　
　
松
並
　
恵
一

書
記
会
計
　
　
松
並
　
恵
一

監
事
　
　
　
　
清
野
　
雅
之

農
畜
産
各
団
体
役
員

【
鵡
川
酪
農
協
会
】（
５
名
）

会
長
　
　
　
　
中
田
　
賢
大

副
会
長
兼
会
計
　
毛
利
　
松
雄

理
事
　
　
　
　
杉
山
　
善
裕

監
事
　
　
　
　
岡
﨑
　
至
徳

監
事
　
　
　
　
辻
野
　
　
勲

【
和
牛
改
良
組
合
】（
28
名
）

組
合
長
　
　
　
鎌
田
　
拓
弥

副
部
会
長
兼
会
計
　
野
脇
　
広
夢
　
　

理
事
　
　
　
　
田
浦
　
　
悟

理
事
　
　
　
　
宮
下
　
涼
一

理
事
　
　
　
　
加
藤
　
啓
介

理
事
　
　
　
　
長
門
　
達
也

監
事
　
　
　
　
貞
廣
　
賢
治

監
事
　
　
　
　
山
谷
　
和
彦

【
和
牛
改
良
婦
人
部
】（
19
名
）

部
長
　
　
　
　
山
谷
　
直
美

副
部
長
　
　
　
清
野
　
典
子

理
事
兼
会
計
　
鎌
田
　
尚
子

監
事
　
　
　
　
田
浦
　
貴
子

監
事
　
　
　
　
佐
藤
　
一
美

【
む
か
わ
町
稲
作
研
究
協
議
会
】（
29
名
）

会
長
　
　
　
　
前
田
　
拓
郎

副
会
長
　
　
　
辻
　
　
雄
一

副
会
長
兼
会
計
　
新
沼
　
将
司

監
事
　
　
　
　
桒
原
　
真
宜

監
事
　
　
　
　
小
笠
原
大
揮

親
睦
団
体
役
員

【
鵡
川
農
協
年
金
友
の
会
】（
180
名
）

会
長
　
　
　
　
中
井
　
　
弘

副
会
長
　
　
　
服
部
　
良
一

副
会
長
　
　
　
高
田
　
清
治
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正組合員 316 人、准組合員 916 人、計 1,232 人
出資金 11 億1230 万円、貯金高 228 億 5700 万円、販売高 2 億 4600 万円 JA MUKAWA＝ 組合員の結集報告＝

 （3 月末現在）

  ☆またたく間に５月となり、今年も３分の１が過ぎました。４
月１０日の通常総会が終わり、ＪＡむかわの農畜産物の販売高は
７３億２千万円と過去最高となり、嬉しいです。今年の目標額は
７０億円。それぞれの分野で目標に向かって日々励まれることと
思います。５月の青空に鯉のぼりがたなびき初夏の風が吹き、夜
明けが早くなり、朝日に輝く新緑がまぶしい季節となりました。
☆朝の太陽を起床後１時間以内に約１５分～３０分浴びるのが健
康にとても良いそうです。その理由は体内時計がセットされ、セ
ロトニン（幸せホルモン）の分泌でメンタル安定と夜の良質な睡
眠をうながし、ビタミンＤが生成され骨を強くし免疫力の向上に
役立つそうです。☆最近は春が短く、夏の到来が早く気温も乱高
下しますので体調管理には十分気をつけてください。５月は田植
えやキャベツ、ブロッコリー、カボチャなどの露地野菜の定植と
ハウストマトの定植など実に忙しい日々がつづき、繁忙期を迎え
ますが無理をせず、農作業の事故にも万全の注意を払ってくださ
い。☆私も皆さんの頑張りを記事と写真で応援します。ご理解と
ご協力をお願いいたします。今後、若い生産者の方々を順次紹介
して行きますのでよろしくお願いします。☆農業を取り巻く情勢
も世界の紛争で生産資材の高騰や品不足など厳しさをましていま
す。「播かぬ種は生えぬ」で今年も作物は雨風や猛暑に耐えながら
も大地に根を張り日々生育し、実りを与えてくれるはずです。僅
かな期間で作物は生育し、人間の命を支えてくれます。「いただき
ます」は動植物のいのちをいただくこと。感謝の気持ちを大切に、
健康に留意し春から夏を迎えましょう（Ｈ・Ｎ）

編 集 後 記 2026 年 3 月号の表紙を飾った人たち
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正組合員（ご家族）の方々が逝去されました。

地区名　　　氏　　名　　　享 年　  逝去月日

謹んでご冥福をお祈り致します。

お
く
や
み

宮　戸

宮　戸

有　明

さん

さん

さん

貞廣スイ子

加藤　昭一

辻野　スエ

 92 歳

 98 歳

 95 歳

 2 月 24 日

 3 月 12 日

 3 月   6 日

【お詫び】前号「2026年１月号の表紙を飾った人たち」のうち、上段左の愛澤椛史
（もみじ）さんのお父さんは椿生（つばき）さんは誤り、正しくは和也さん／２段目右
の愛澤椿生（つばき）さんは誤り、正しくは和也さんでした。お詫び申し上げます。

青年部定期総会後集合写真
（2026 年３月９日）

ＪＡむかわ青年部の第77回通常総会は３月９日、
鵡川農協本部事務所で開かれ、新年度役員、事業
計画などが決まりました。


